





















































































































































































出所： ‘T Hart, P. and Lars Tummers. （2019） Understanding Public Leadership （Second Editon）, London: 


















































































































①不安定性 （Volatility）、 ②不確実性 （Uncertainty）、 ③複雑性 （Complexity）、 
④曖昧性（Ambiguity）、といった 4つの主要な環境によって特徴づけられる
「VUCAの世界」におり、彼らにマネジメントの変化を強いることになる。













































































































その一環として、2019 年 10 月 23 日、都職員ら 4人が、国士舘大学政経学
部政治行政学科の平石正美ゼミナールと古坂正人ゼミナールの学生ら約 30
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